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 解  説  
 

北海道における地域ＩＴＳフィールド実験展開の検討 

 

廣瀬 哲司*   加治屋 安彦** 福澤 義文*** 
 
１．はじめに 
 

 高度道路交通システム（ＩＴＳ）は、最先端の情報 

通信技術等を活用して、道路交通の安全性・効率性の 

飛躍的向上、環境への負荷軽減、新産業創出を実現しよ 

うとするシステムであり、国を挙げて技術開発に取り 

組まれている。 

北海道開発局開発土木研究所では、ＩＴＳで実現す 

る北海道の６つの将来イメージ 1)を設定すると共に、 

平成９年度からは「寒地ＩＴＳ研究会」を設立し、地 

域ＩＴＳ構想に基づくフィールド実験展開の検討をイ 

ンターネットもフルに活用したパブリック・インボル 

ブメント（ＰＩ）手法で行った（図－１、図－２）。 

本資料は、この研究会で策定した北海道における地 

域ＩＴＳフィールド実験の企画提言書を、議論の経緯 

とともに紹介する。なお、本資料は実験の企画を提言 

したものであり、その実現にあたっては、各開発建設 

部をはじめ実験に関わることが予想される多くの関連 

機関との調整を要することに留意されたい。 

 

２．北海道における地域ＩＴＳの実現可能性 

２．１ ＩＴＳ推進のフレームワークスタディ 

北海道の地域課題からＩＴＳに求められるものとし 

て「北海道におけるＩＴＳ推進懇談会」によるアンケー 

ト調査によると、冬期道路、気象条件、自然災害、交 

通事故などがあげられた。また、北海道で期待できる 

ＩＴＳの分野として、安全運転の支援、道路管理の 

効率化、ナビゲーションシステムの高度化が支持され、 

ＩＴＳ推進の６つの場面とテーマが設定された。2) 

２．２ 寒地ＩＴＳ研究会 
北海道におけるＩＴＳの実現可能性を検討するため 

に、寒地ＩＴＳ研究会を設立した（図－３）。この研 

究会はＩＴＳ、冬期道路、情報通信等の専門家・有識 

者（コアメンバー12 名）による従来型の委員会とイン 

ターネットの活用により行政・大学・産業界等多くの 

方々（ネットメンバー330 名程度）によるホームペー 

ジを介した会議で構成されており、専門家だけによら 

ない、広範な意見収集による検討を進め、活発な意見 

が交わされた。また、ニュースレターにより情報交換 

も行った。 

２．３ 北海道における地域ＩＴＳ構想 

 上記委員会において「北海道における地域ＩＴＳ構 

想」3)4)を提案し検討を行ってきたところであるがネッ 

トメンバー334 人にアンケート調査を行い、配信した 

うちの約１割に当たる 39 人からの回答結果を得た。こ 

のうち札幌圏ＩＴＳ構想と北の道ネット構想の意見に 

ついて紹介する。 

１）札幌圏ＩＴＳ構想イメージに対する意見や問題点 

 収集した情報の開示や再利用を課題とする意見が多 

く、情報の有効利用が都市活動において重要であると 

している。大規模都市型実験としてのテーマの絞り込 
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みと実現性を考慮した検討が必要 

２）北の道ネット構想イメージに対する意見や問題点 

道の駅での道路情報提供は重要であるとの意見が最 

も多く、情報提供手段・内容の充実を望む意見が多い 

結果となった。道の駅はドライバーへの情報発信基地 

として利用されることから、道路情報に限らず地域の 

イベント情報などの拠点として期待できる。 

３）今後有望な情報提供機器 

メディア・通信手段として何が今後有望かについて 

は、５割以上のメンバーが「カーナビでの情報提供」 

を有望として挙げており、リアルタイムに必要な情報 

が入手できるモバイル・マルチメディアヘの期待が大 

きい。また、ホームページ・電子メールについても３ 

割のメンバーが有望としており、利用者意識としても 

インターネットがＩＴＳにおける通信手段として重要 

であることが示された。 

 

 

 

３．北海道におけるフィールド実験展開 
 

フィールド実験は、寒地型ＩＴＳ技術の本格整備に 

先だって小規模あるいは限定的な整備によって社会実 

験を行い、利用者・住民の参加の基に、整備計画の推 

進や改善の意志決定を行うものである。従って、実験 

とは言え、地域のニーズ合致した内容、つまり、地域 

課題の解消に大いに貢献することが必要である。一方、 
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実験である以上、既存施設や短期的に整備が既に予定 

されている施設等を活用し、実験コストを低減するこ 

とが求められる。 

実験メニューについては、地域の課題解決への寄与 

並びに地域資源の活用の観点から北海道におけるＩＴ 

Ｓ推進の6つの場面とテーマに対する10の実験メニュー 

を設定した 5)（表－１）。さらに実験地域は、道路・気 

象・地形条件、地域の社会・情報インフラの整備状況 

などを考慮しながら実験実施に相応しいものを選定し 

た。これまでの実験内容及びその目的に基づき、フィー 

ルド実験としてシステム及び機器の効果把握や連携体 

制の構築、また、ユーザーの利用実態との整合性等を 

検証するため、各実験メニュー毎に具体的な実験項目 

を設定し、その実験を行うのに相応しい地域を選定し 

た（表－２）。 

 

４．各地の実験内容 

４．１ 道央地域（札幌圏ＩＴＳ構想） 

道央地域におけるＩＴＳフィールド実験は「21 世紀 

のスマートな雪寒対策～情報を活用した冬期道路管理 

～」をコンセプトとしており、実験の特徴としては① 

 

社会基盤としてのインターネットのフル活用。②気象 

条件に応じた交通需要マネージメント。③市民参加に 

よる冬期道路管理の社会実験があげられる。 

このうち実験メニューについて、主なものを紹介す 

る（図－４）。 

１）高度情報化による冬期道路管理の効率化・円滑化 

①道路管理情報共有実験（都心部型） 

地域の各道路管理者（開発局開発建設部、北海道土 

木現業所、ＪＨ北海道、市町村）が、インターネット 

を通じて各々の持つ道路交通庸報や気象情報、除排雪 

作業情報を共有化する。これにより、平常時における 

幅広い情報収集や情報収集作業の労力軽減、気象急変
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時における各機関の連絡体制や連携作業の円滑化・効 

率化の効果を把握する（図－５）。 

②凍結路面移動監視実験（凍結路面雪氷対策） 

 本実験は、道路管理者が移動式路面パトロール車に 

より路面測定を行うとともに、測定されたデータをイ 

ンターネット技術を用いて除雪請負業者や道路管理者 

間で共有化することによりリアルタイムな路面監視作 

業を行うものである。これにより、道路管理者による 

監視労力の軽減化を図ると同時に、迅速かつ効率的な 

凍結路面処理を図ることをねらいとしている（図－６）。 

２）マルチメディアの活用による冬期交通の確保及び 

気象条件に応じた交通需要管理 

①総合的寒地ＴＤＭ実験 

交通需要マネージメント（ＴＤＭ）とは、車の利用 

者の交通行動の変更を促すことにより、都市又は地域 

レベルの道路交通混雑を緩和する手法の体系である。 

寒地ＴＤＭ実験は、降雪（特に大雪）時及び路面凍結 

時、吹雪による視程障害発生時、またその予測時にお 

いて、道路管理者、気象機関、公共交通機関から出勤 

前（または帰宅前）や移動中のマイカー利用者へ道路・ 

交通・気象関連情報を提供することにより、気象条件 

に応じた交通行動の変更や事故の未然防止や渋滞回避 

による都市内交通の円滑化を図るものである（図－７）。 
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４．２ 道北地域（道北圏ブリザードネット構想） 

道北地域におけるＩＴＳフィールド実験は国内でも 

特に厳しい気象条件下において、人々の安全な自動車 

移動、生活物資の安定供給、さらには人命を守るため 

の冬期道路交通確保を目指すためのものであり、地吹 

雪時の交通事故の未然防止、交通障害の解消が特徴と 

なる。ここでは、冬期の安全走行支援実験について紹 

介する。 

 

 
 
１）走行モニター実験（吹雪時走行支援） 
本実験は、実験区間（安全走行支援システム整備区 
間）の利用頻度が高いドライバーの中から被験者（走 
行モニター）を選定し、実験期間後に安全走行や円滑 
な走行に関する実験施設の効果をアンケートやヒアリ 
ングにより調査するものである。なお、ドライバーの 
運転熟練度や年齢・性別、乗車する車両のタイプが、 
実験施設の効果にどのように影響するか把握するため、 
走行モニターはバス・トラック業界へ実験参加を募集 
する他、男女問わず幅広い年齢層の一般道路利用者へ 
も実験参加を募集していく（図－８）。 

２）走行車両観測実験（吹雪時走行支援） 

この実験は、視程障害時における走行車両の挙動や 

走行速度及び気象データ等をビデオ画像や各種観測機 

器で収集し、その結果を分析することによって、実験 

施設が安全性・円滑性の向上に及ぼす効果を検証する 

ものである（図－８）。 

４．３ 道東地域（ニュー・カントリーロード構想） 

道東地域におけるＩＴＳフィールド実験は、「先進 

道路技術の活用による環境共生型道路の実現」をコン 

セプトとしており、油断走行による事故防止とエゾシ 

カをはじめとした野生動物との接触事故の軽減が特徴 

である。また、実験メニューは、野生動物事故防止実 

験について紹介する。 

１） 野生動物事故防止実験 

 

 

 

この実験は、野生動物（特にエゾシカ）の検出装置と 

地域住民からインターネット技術を活用して効率的に 

野生動物（特にエゾシカ）の出没頻度情報を収集し、 

利用者に有益となる出没関連情報等を固定端末等の各 

媒体機器や車載器へ提供し、野生動物（特にエゾシカ）
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に対する注意喚起を行うことにより、道東地域におけ 

る野生動物（特にエゾシカ）と自動車が共生できる環 

境づくりをめざすものである（図－11）。 

２）事業者からの残し処理通報実験 

バス、トラック業者との連携のもと、野生動物（特 

にエゾシカ）の死骸放置位置情報を効率的に収集し、 

処理作業の迅速化及び二次的事故の回避を図ることを 

ねらいとしている（図－11）。 

４．４ 道南地域（ソーランＩＴＳ構想） 

道南地域におけるＩＴＳフィールド実験は、高度通 

信技術をベースに地域と一体となった防災・監視体制 

を組織し、特に海岸道路の防災強化を中心に取り組む 

ものである。また、実験メニューは、越波・斜面崩落 

等の局所的防災実験を紹介する。 

 

 

 

１）落石監視実験 

実験は落石災害の監視が必要と思われる箇所へ監視・ 

検知システムを整備し、実験期間中のリアルタイム監 

視を行い、大～小規模落石検知時にはインターネット 

技術により迅速な情報伝達をめざすものである。なお、 

情報伝達の効果については仮想実験により計測するも 

のとする（図－12）。 

２）移動車両画像収集伝送実験 

本実験は、海岸沿いの道路において、道路パトロー 

ル車や路線バス等に移動式のＩＴＶカメラを搭載し、移 

動しながら自動的に災害危険箇所の画像記録を行い、 

記憶された画像データを移動体通信機器により収集する 

ものである。線的な監視作業によるパトロール体制の 

高度化・広範化、危険箇所の異変状況確認の迅速化を 

図るものである（図－12）。 

４．５ 全道地域（北の道ネット構想） 

北海道の全域を対象としたＩＴＳフィールド実験は、 

インターネット技術を応用しながら道路情報と地域情 

報の融合化を図り、北海道全体における高度情報化の 

促進をめざし行うものである。また、実験メニューは、 

北海道の道路・地域情報ネットワーク実験について紹 

介する。 

１）キオスク端末インフォメーション実験 

本実験は、インターネットを通じてドライブ・アド 

バイス・サーバ及びイベントアドバイスサーバ（ＸＭ 

Ｌ技術を活用した観光情報システム）から道路・地域・ 
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観光情報の提供を行うものであり、「道の駅」及びオー 

トキャンプ場の利用者は各施設に設置されているキオ 

スク端末から情報を入手することとなる（図－15）。 

 

５．効果計測の評価に関する基本方針 

 

実験の効果計測は、実験規模や内容の広がり、社会 

的インパクト等により検討レベルを設定することが必 

要となる。評価はＩＴＳ導入による効果を貨幣価値で 

計測し、その効果とコスト（整備コスト＋運用コスト） 

の比率（Ｂ／Ｃ）にて行う方法や、意識調査に基づく 

５段階評価などを行い、総合的に評価する。 

５．１ 効果計測の４つの視点 

評価の視点は、以下の４つに着目することとした。 

１）道路管理の費用対効果 

道路管理情報の高度化及び作業の円滑化等による道路 

管理コストの低減量、管理水準の向上。 

２）利用者サービスの価値 

サービス提供による満足感、安心感、システムの存 

在価値。直接的な便益として計測できない効果に関す 

る価値。 

３）交通行動変化による社会的便益 

所要時間の短縮、走行コストの低減、交通事故の減 

少、環境負荷軽減等の便益。 

４）新産業創出等による経済波及効果 

ＩＴＳに関連した新産業の創出による経済波及効果 

（施設効果・ストック効果）。ＩＴＳ事業展開による 

公共・民間の投資が誘発する各種産業への経済波及効 

果（事業効果・フロー効果）。 

 

５．２ 計測手法 

計測手法を表－３に示す。 
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６．まとめと実験体制 

 

フィールド実験の推進にあたっては、図－16 に示す 

様に、道路管理者をはじめとして関係機関及び大学、 

民間企業や団体、地域住民等を含めた「仮）ＩＴＳ実 

験協議会」を組織し、寒地型ＩＴＳ整備の推進を図る 

ことが好ましい。この協議会では、実験の実施計画・ 

広報計画・効果計測及び評価手法の検討・立案を行い、 

地域レベルのＩＴＳ推進に向けた活動を行う。また、 

実験実施にあたっては利用者側の意見の反映や効果の 

把握のため、必要に応じモニター募集等を行うととも 

に、先進技術の導入・企画立案のため、共同研究等の 

形式による民間企業との相互協力も必要になるものと 

考えられる。 

 

７．おわりに 

 

本報告は、寒地ＩＴＳ研究会での意見や議論を踏ま 

え、研究会として実験実施主体に対する企画提言書と 

して取りまとめたものである。本内容においては、シ 

ステムの研究開発や関係機関との調整等、長期的な取 

り組みが必要な内容も含まれている。 

今後は、５つの地域ＩＴＳ構想をふまえ、寒地型Ｉ 

ＴＳ技術を現場に導入するにあたり、道路事業の実施 

部門と連携して、それぞれの地域においてパイロット 

・フィールド事業を支援し、社会実験等による効果計 

測調査を行えるよう展開を図っていきたい。 

また、2002 年、札幌市において第 11 回国際冬期道路 

会議（４年に１度の開催）が、欧州以外では初めて開 

催されることが決定され、日本・北海道・札幌市等の 

冬期道路管理技術や冬期交通安全技術を世界に紹介す 

るまたとない機会が得られることとなり、積極的な交 

流を図っていきたいと考えている。 

 

参考文献 

1)北海道開発局開発土木研究所：北海道におけるＩＴＳの 

技術開発推進のフレームークスタディ概要報告書、平成 9 

年3月, 

2)加治屋安彦、福澤義文、熊澤義昇：北海道におけるＩＴ 

Ｓ技術開発推進のフレームークスタディ、寒地技術シン 

ポジウム'97、1997年11月, 

3)加治屋安彦、廣瀬哲司、水澤健裕：北海道における地域 

ＩＴＳ構想－寒地ＩＴＳ研究会の議論から－：寒地技術 

シンポジウム'98、1998年10月, 

4)加治屋安彦、廣瀬哲司、水澤健裕：パブリック・インボ 

ルブメント手法による地域ＩＴＳ構想の検討：土木学会 

北海道支部、1999年2月, 

5)加治屋安彦、廣瀬哲司、水澤健裕：北海道における寒地 

ＩＴＳフィールド実験展開に関する調査、建設省第 11 回 

雪と道路の研究発表会、1999年2月， 

                                                         

 


